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自己紹介 
    

    

氏名： 勝谷芳生 （38歳） 
所属： (財）広島県環境保健協会 
経歴：    
          ・平成10年 環境分析（有機化学分析） 
          ・平成11年 環境計量士（濃度関係）登録 
          ・平成12年～  
         極微量物質を対象とした環境測定分析 
         主に 
            ・ ダイオキシン類 
            ・ 絶縁油中微量PCB 
            ・ 外因性内分泌撹乱物質      
     ・平成15年 計量管理者として極微量物質分析の 
             特定計量管理業務（ダイオキシン類）に 
             従事 



経歴書作成例 

修正前                   修正後 
 

～の業務を担当 

２．技術管理者として・・・（管理） 

修正前                   修正後 
 

１．主担当として（実務） 

３．計量管理者として・・・（統括） 

同一の業務でも、立場、役割が異なる 

自己の成長をアピールする 



経歴書作成における注意点 

 
 

・ 10行の経歴欄を全て埋めるつもりで 
 
・ 同じことに取り組んでいても、役割や立場が異なれば分けて 
  書いたほうが良い。 
 （例えば～の分析→～の導入検討、～の指導、管理など） 
 
・ 業務の大小は関係ない。どのように創意工夫したかが重要 
 
・ 10行のうち2つくらい山場を作るのが理想 
 
・ 業務のアピールよりは、自己の成長がわかるような記述を 



筆記試験 

 二次試験は、受験者が技術士としてふさわしい資質を
持っているかどうかを確認する試験 

 その中で、筆記試験では論理的考察力、課題解決能力、
専門知識および応用能力が確認される。 

 

・ 特に筆記が難関（合格率 筆記１５％、口頭８０％） 
・ 上位１５％に 

・ 骨子法 

・ 題意に沿う 

・ 文字数（枚数）はあまり関係なく、3枚以上をクリアして 

  いれば2枚＋α程度でも可、内容が重要 



筆記試験対策法の考え方 

 

・ 合格回答事例集を活用（SUKIYAKI塾） 

・ 過去問で骨子作成の練習 

・ 同じ知識レベルでも文章力（表現力、明確さ）で合否を
わける。 

・ 読みやすい、整理された文章であるほうが当然良い。 

骨子法 骨子法 オリジナル 



筆記試験の終了後にすべきこと 

 
必須事項 

・ 回答の詳細を必ず再現しておく 

  ◎口頭試験で筆記回答の内容を聞かれる 

  ◎筆記試験合格後では、既に忘却の彼方に・・・ 

  ◎筆記試験の手応えが思わしくなくてもやるべき 

 

その他 

体験論文を徐々に作成 

 



口頭試験で確認される資質 

確認項目 主な確認方法 
準備の配分 
（主観） 

①経歴及び応用能力 
・経歴・技術的体験論文のプレ
ゼンと質疑応答 

50％ 

②体系的専門知識 
・質問マニュアルによる基礎知
識問題 

30％ 

③技術に対する見識 
・技術の「あり方」に関する意見
提示 

10％ 

④技術者倫理 
・3 義務2 責務などの理解確認 

 
10％ ⑤技術士制度の認識 

 その他 



筆記試験合格発表後のスケジュール
（平成23年度例） 

日付 内容 準備 

10月28日 筆記試験合否発表 

11月 5日 修習セミナー（論文添削など） 
論文作成 
及び添削 

11月 7日 体験論文締切り 

11月19日 模擬面接（技術士会） 面接準備 
・経歴、論文の詳述 

・知識修得 

・技術士倫理 

 

11月27日 口頭セミナー（SUKIYAKI塾） 

12月 3日 2次面接 





論文の形式等 

① A４縦の用紙２枚以内に、図表を含め3,000字以内 

  （カラー不可） 

② 用紙は、片面のみ使用し、横書き 

③ 書式は、1枚目40文字×35行、2枚目40文字×40行、 

  文字の大きさ10.5ポイント 

④ 本文中のカタカナは全角文字 

⑤ ３部提出 

 

 

 論文の内容に気を取られがち・・・ 

最後に、定められ形式の再確認を忘れずに 
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受 験 番 号  １９０２Ｋ０００９   氏 名  勝谷 芳生  

 
 技 術 部 門 環境部門 

選 択 科 目 環境測定 

専門とする事項 環境測定技術 

 
経験業務１：ダイオキシン類の高分解ＧＣ－ＭＳ法による迅速測定の検討試験（平成１５年

４月～平成１６年３月）  

私は焼却炉から排出される焼却灰及び飛灰中のダイオキシン類を常時モニタリングする

場合に、現在の公定法では測定に長時間を要するため、迅速測定法を確立することが課題

であると考えた。この課題を解決する上での問題点は、公定法と同等の精度を有する高分

解ＧＣ－ＭＳを用いた迅速測定の分析条件を解明することである。そこで、ＳＰ２３３１の強極

性カラムを用いて、ダイオキシン類の毒性等量と相関の高い異性体を特定した。通常３種

類のＧＣカラムを用い２９種の異性体を測定する公定法に対し、１回の注入で３種の異性体の

みを測定することで、測定時間を１／３に削減可能な精度の高い迅速試験方法を確立した。 

経験業務２：ＥＬＩＳＡ法によるダイオキシン類の迅速測定の検討試験（平成１４年４月

～平成１６年３月）  

多地点の測定が必要な土壌汚染範囲把握におけるダイオキシン類の調査において、公定

法では前処理及び測定に１～２ヶ月を要するため、迅速測定法の確立が課題である。  

私は、生物検定法の１つであるＥＬＩＳＡ法（以下『Ｅ法』という。）を用いて土壌試料中の

ダイオキシン類を迅速に測定することを目的として、前処理工程を含めＥ法の実用性検討

試験および解析等を実施した。以下、業務２について詳述する。  

１．私の立場と役割  

私は管理技術者として、業務全体の管理と試験方法の立案、業務の指示、各種解析試験、

実用性の立案を実施し、３名のスタッフを統括した。  

２．業務を進める上での課題及び問題点  

私はダイオキシン類の土壌汚染調査において、分析にコストと時間のかかる公定法と同

等の精度を有する迅速法を確立することが課題であると考えた。この課題を解決するため

には、風乾、抽出、精製、測定の各工程における迅速化が必要である。土壌試料の多検体

迅速測定を実施するためには以下の４つが問題点であった。  

（１）  ソックスレー抽出（公定法）は、抽出に長時間を要し、代替方法の抽出率に関する

知見が少ない。  

（２）  抽出前の試料に含まれる水分を乾燥する風乾工程に時間がかかる。  

（３）  測定に長時間を要する。  

（４）  試料精製の工程が煩雑である。  

３．私が行った技術的提案  

（１）  抽出方法の簡易化  

ソックスレー抽出（公定法）は１６時間要するため、私は代替法として有機化学物質の抽

出を短時間で且つ高抽出率で抽出可能である高速溶媒抽出（以下、『ＡＳＥ』という。）をダ

イオキシン類においても適用可能ではないかと考えた。そこで抽出溶媒としてトルエンを

用い、ソックスレー抽出とＡＳＥとの抽出率の比較試験を実施した。  

論文の形式 



模擬面接の有効性 

（１）弱点を明確にできる 

 

（２）場慣れできる 

 

（３）想定外の質問に対する対応 

 

（４）客観的な視点で問題点を指摘してもらえる 



面接について 
（１）試験会場 

  ・下見必須、会場内での試験室の確認 

（２）面接前の過ごし方 

  ・ホテル、喫茶店、ファミレス 

（３）面接 

  ・10分で経歴と論文の説明 

  ・技術士倫理 

  ・わからないものはあやふやな回答をしない 

（４）宿泊 

 


